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20臣 BELCA賞 ベストリフォーム部門受賞物件

住友商事竹橋ピル

所在地:東京都千代田区一ツ犠  1-2-2

竣工年:1970年(昭和 45年)

改修年:2009年〈平成 21年)

沼 途:事務所

建物所存者:住友商事(株)

改修設計者:(槻日建設計

改持施工者:総大特組

住友磁事竹橋ピルは、 1970年に した築後初年を したオ

ブイスピ lレである。これまで、初年自に設備の←車違号、 30年目に

内装を含む大規模攻fゅなど絞殺して維持管潔に取り組む中で、今思 

1)ノベ…ション jをテーマに、建物の潔境負荷低減、
 

i荷主、外構の総北推進による都市環境改善を行い、その慈欲的な取り組みが硲く評価された。


この繰化計画は、都心に交泌するオフィスピル照還に裁かな誌を説し、オツィス街に集う人々に組、いの;場

を提供すると共に、ヒートアイランドイとの会荷紙iJ棄を意図して行った。皇居の森は夏季において腐辺都心部

より約 4
0

Cも気量が稔く、'ffls心のクールアイランドを形成している事は高く知られている。この建物は皇居

し、総化計画が桑街につながるグリーンネットワ…ク形成の… 助となることも露関して取り組A

まれていた。オアイスピルの外檎は、一般的にメンテナンスの裁認を軽減するために舗石などでカバーされ、

その総被率は摂定的なものが多かった。この縫物も改修前は緑被史学が8.5%であったが、今回の改修により約 

5倍の 41.3%となった。改修にあたっては緑化部分の一部に起伏を設け、 110粧の植物を檎栽して多様性に舵

るとともに、起伏の変化と問季折々の彩を楽しめる禁綴を生み出している。また、自動冠水設織や EPS

(発泡スチロール〉人工地盤を i設かした自然な排水を促す工夫により、メンテナンス性にも配慈した計闘とし

ていた。外構につながるぷントランスホ -)V~土、ガラススクリーンを明るく透明感のあるものに改修し、内

部壁樹に壁面総北を行うことで内外が一体となった総化空間を楽しめる計樹としていた ο 新たに加わった植

栽などで死角が生じ、犯若手を誘発することの一般いように防犯カメラの再配費や威嚇崩スピ}カーの設置など

きめ錦かい配車も行われていた。

環境・省ょにネ対策では、既に完了している熱源説憾の高効察機器への更新に加え、今闘改修部分の照明器 

LED北により照明消費電力の 35%削減、慕準機トイレを節水lli使器や自動水松に取り換えることで使用

部%寄せiJ戒を実現していた。

その他、地下 l踏のコンビニエンスストア…や外構と一体的利用のできるカフェの訪致、基滋i潜水越りで

の設備やスペースの充実、パリアフリー化推進の取り組みなどオフィスワーカーや来殻翁の利便性向上にも

積極的に淑り組んでいた。

これまで縦較的に行われてきた改修工務と今回のリフォームでこの建物は、現夜の社会ニーズに花、えられ

るオフィスピルに生まれ変わったの今後の維持管理についても所有者、管現者、設計者、施工者間で継続し

て検討されていることが、この建物のロングライフ化につながると期待される。
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